


































































































































































SL I-A としま考現学 
SL I-A 子どもたちへの学習支援 
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東北 復興支援活動紹介ポスター制作 7 
東北 南三陸スタディツアー企画・運営（夏） 7 




東北 南三陸スタディツアー企画・運営（冬） 3 
東北 南三陸観光ガイド制作 4 
合同 鴨台祭での南三陸カフェ出展 13 
合同 「SLD」活動紹介メディア制作 3 
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東北 南三陸スタディツアー企画・運営（夏） 2 
東北 南三陸企画展企画・運営 7 







東北 南三陸スタディツアー企画・運営（冬） 4 
東北 南三陸魅力ガイド制作 4 





合同 鴨台祭での南三陸カフェ出展 15 
合同 「SLD」活動紹介メディア制作 3 

















東北 南三陸スタディツアー企画・運営（冬） 2 
東北 南三陸ライフハック制作 3 
東北 南三陸復興イベントの企画・運営 
〈全學寺〉 
5 
合同 鴨台祭でのワークショップ、南三陸カ
フェ出展 
14 
 
 2017年度以降の「SLD」の特徴として、3点挙げ
られる。 
 第1に、「地域連携活動」の全てで学外の企業・
団体等と連携している点である。連携に関しても、
「先方からの依頼」と「学生からの提案」の2種類
があるが、年が経るほどに「先方からの依頼」が
多くなってきているのである。これは「SLD」での
活動が大学周辺地域に広く浸透している証左でも
あろう。 
 第2に、「東北復興活動」は主に南三陸がフィー
ルドとなるが、現地での活動がおこなわれる一方
で、東京でも可能な支援活動も実施されてきてい
る点である。「南三陸の現状や魅力を伝えるメデ
ィアの制作」「南三陸をテーマにした学祭でのカ
フェ運営」「寺院を活用した南三陸応援イベント」
等、東京から東北の復興を応援・発信するプロジ
ェクトが多彩に展開されている。震災から9年経つ
現在において、このような学生主体の東北復興活
動を継続しておこなっている首都圏の大学は皆無
に等しい。そのため、持続可能な東北復興活動は
大正大学の大きな特長ともいえよう。 
 第3に、例年11月に開催される大学祭（鴨台祭）
で、自身らの活動を他者に伝えるための出展を継
続して実施している点である。秋学期が始まる9月
末から10月にかけて履修生全員体制で取り掛かり、
春学期に「SLD」で学修してきたことをワークショ
ップや写真等をツールとして、来場する学生や市
民に伝えている。2017年度は南三陸の海の恵みを
体験するワークショップ、2018年度は南三陸の復
興を学生たちが撮影した写真で伝える写真展、
2019年度は春学期のおやこ小学校ワークショップ
で得た経験を元にしたシルクスクリーンワークシ
ョップを中心にカフェの運営を続けてきた。この
ように、学生らが社会に出て学修してきたことを、
次は社会へと還元するという姿勢で「SLD」は展開
している。 
  
（３）プロジェクトの進行と学生の成長 
 次に、実際のプロジェクトの進行について事例
をあげてみていきたい。「SLD」は集中講義という
形態をとっており、授業自体は隔週1回開かれる。
最初の数回は趣旨説明や顔合わせ、所属するプロ
ジェクトの希望調査を実施するが、それ以降は基
本的に授業の時間を使ってのプロジェクト会議を
おこなっている。 
 サイクルとしては、2週間のうちにプロジェクト
チームの学生たちだけで企画会議や準備作業を進
め、その間の活動・議論が記載された議事録を事
前に提出して授業に臨む。授業では、各プロジェ
クトの議事録をもとに進捗が共有され、他のプロ
ジェクトの学生や担当教員（筆者ともう1名の教員
の計2名）から質疑やコメントを受ける。 
 後述するが、教員が関わるのは授業での質疑・
コメント、プロジェクト本番直前の準備作業、プ
ロジェクト本番当日の引率、ふりかえり作業の際
のファシリテーションとなる。この他にも細かい
作業が多々あるのだが、基本的な関与としては上
記4点であり、可能な限り学生のみでプロジェクト
運営させるように心がけている。 
 以下では、2018年度秋学期の「NECネッツエスア
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イ復興応援マルシェ出展」と2019年度春学期の「ア
ートプロジェクト企画・運営」を事例として進行
および学生の成長について触れたい。 
ａ）NECネッツエスアイ復興応援マルシェ出展 
 本プロジェクトは、筆者が以前より懇意にして
いる宮城県南三陸町の一般社団法人南三陸町観光
協会より直接委託された。復興応援マルシェは東
京・飯田橋にあるNECネッツエスアイ本社ビルの1
階エントランスを使用し、東日本大震災で大きく
被災した岩手県、宮城県、福島県の各市町村が特
産品を持ち寄り出展するイベントである。復興応
援マルシェは2013年3月より始められ、2018年12月
で第16回を数えた。毎回観光協会が単独で出展し
ていたが、新鮮味を出すために震災直後から縁を
深めてきた大正大学の学生の企画・運営で出展し
たいと依頼を受けた。筆者はこの依頼に、その後
プロジェクトリーダーとなる学生と相談の上受諾
し、プロジェクトを進めることになった。 
 本プロジェクトの目的として「東京でもできる
南三陸との関わり」をテーマに、単なる魅力発信
のための動員としての参加ではなく、特産品の売
り上げに貢献することを掲げた。また、他の市町
村にはない「大学生と関わりのある南三陸町」を
アピールすることも目的の一つとした。観光協会
との連絡、看板やポップづくり、広報は 4 人のプ
ロジェクトメンバーで役割分担した。 
 
図-1 復興応援マルシェの独自ポスター 
 
 本番当日（2018年12月13日）までのプロジェク
トの進行は表-3のとおりである。 
 
表-3 復興応援マルシェ出展プロジェクトの進行 
（学生の報告書より引用） 
11/15 マルシェのテーマ決め、出品の意見の出
し合い、学生企画についての話し合いを
した。学生企画では既存の商品の食べ方
のレシピを配るだけでなく、学生オリジ
ナルの商品説明の作成や、サービスラー
ニングの活動についての PR パンフレッ
トを配布するなどの案が出た。 
11/21 前回に引き続きマルシェのテーマ決め、
出品の意見の出し合い、学生企画につい
ての話し合いをした。学生企画のテーマ
は「復興応援マルシェ 南三陸×大正大学
〜女子大生が愛す♡南三陸スイーツ〜」と
「忙しい人のための持続可能なカラダづ
くり」に決定し、ターゲットはサラリーマ
ンとOLとなった。また、南三陸を紹介する
パンフレットや、南三陸町と大正大学の
繋がりを紹介するポスター、オリジナル
のポップなどの作成の担当割り振りなど
を行った。 
11/22 商品リストの見直しと確定。提案したス
イーツ（たこぷりん、田束山麗卵皇ぷり
ん、きずなロール）の販売が難しいため、
観光協会から新たな商品が提案され、お
米サブレ、仙台いちごのバターサンドに
決定した。 
12/5 マルシェの広報の仕方について話し合
い、また、マルシェで使用する看板やポッ
プ、南三陸紹介パンフレットなどの個人
作業の進捗確認をした。 
12/6 
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ボランティアスタッフのシフト、看板作
成やポップのラミネートなどの個人作業
を進めた。 
12/12 看板づくりやポップのラミネートをし、
事前作業を完了させ、当日の確認をした。 
 
【研究ノート】 
 本番当日は、大学生が出展したのは南三陸のみ
で、最終的に冷蔵品とスイーツが完売となった。
当日雨天だったため例年より全体の来場者数は少
なかったが、南三陸ブースの売り上げは例年と変
わらないとのことだった。 
 
図-2 復興応援マルシェに参加した学生 
 
 プロジェクトの振り返りをおこなったうえでの
学生の所感は下記のように書かれている（下線強
調は筆者）。 
 
① 物産展は初めての経験であったが、商品
の決定から売り場の作り方、商品の見せ方
などマーケティングの勉強にもなった。自
分たちがただ売りたい商品を並べるのでは
なく、他地域との差別化やターゲットに合
わせた商品の選び方をすることができたの
ではないか。 
 
②  学生でこのような機会に携わることはな
かなかできないと思うので、今回の経験を
大切にし、改めて南三陸についてもっと知
り、受身になるのではなく、自分たちから
主体性を持って発信していきたい。 
 
③  学生のうちにこのような経験が出来たの
はとても貴重であった。しかし、今回のマ
ルシェに携わるまで知らなかった商品がた
くさんあったので、自ら南三陸について知
ろうとしなければならない。 
 
 どの所感においてもこのようなプロジェクトは
初めての経験であることが書かれている。そのな
かでも①はマーケティングの知識の必要性、②は
発信することの重要性、③は南三陸へのさらなる
接近の必要性が本プロジェクトを通しての気づき
となっていることがわかる。 
b）アートプロジェクト企画・運営 
 本プロジェクトは、以前筆者とともにプロジェ
クトを実施したアーティストのYORIKO氏から直接
依頼を受けた案件であった。豊島区が2019年、「東
アジア文化都市」の開催都市になったことを受け、
その一環としてYORIKO氏がアートプロジェクトの
実施を豊島区から委託された。アートプロジェク
トとして親子参加型のワークショップを巣鴨地域
で運営するにあたって、ぜひ学生と一緒に企画や
実践ができればとの話をもらったのが2019年3月
であった。この依頼に対して今回も、その後プロ
ジェクトリーダーとなる学生と相談の上受託し、
プロジェクトが始まった。 
 
図-3 おやこ小学校パンフレットの一部 
 
 本プロジェクトで実施するワークショップは
「おやこ小学校」となり、親子が同級生となって
体験しながら学ぶため、巣鴨地域のレンタルスペ
ースを教室風に装飾する環境づくりから企画が始
まった。プロジェクトの目的として、①親子で対
【研究ノート】 
話をして絆を深めてもらう、②身体を動かすこと
によって表現し楽しんでもらう、③発見すること
の楽しさを知ってもらうが掲げられた。また、ワ
ークショップは2019年6月の5回の週末を使って全
10回開催され、各回巣鴨地域の様々な専門家が教
師役を担う。なお、「4時間目」（第7回、第8回）
はプロジェクトの学生たちが教師役（大学生先生）
を務めることになった。 
 2019年4月と5月が準備期間となったが、その間
のプロジェクトの進行は表-4の通りである。 
 
表-4 おやこ小学校企画・運営プロジェクトの進行 
（学生の報告書を一部改変して引用） 
4月下旬 はじめにおやこ小を運営するにあた
り、まずは大まかな役割分担(①DIY
サポート②授業サポート③授業撮影
担当④第4回「家庭科」の大学生先生)
を決めた。 
5月上中旬 4時間目の家庭科の大学生先生につ
いては、4月の下旬からYORIKOさんと
当日大学生先生をつとめる学生で話
し合いを進めた。「かけがえの無いお
家ご飯、当たり前ではないお家ご飯」
を授業を通して伝えることになっ
た。私たち大学生先生の話をきっか
けに小学生の頃食べていた家のご飯
のありがたみをクッキングをしなが
ら楽しく考えてもらうという内容に
した。 
5月下旬 DIYは、5月20日から30日までは豊島
区椎名町にある旧真和中学校で主に
ペイントや木材の面取り作業などを
行った。31日には巣鴨文化創造館へ
授業で使用する物の搬入作業を行っ
た。参加者は授業の空きコマなどで
各自都合をつけて募った。 
6月上旬 各授業日の大学生サポートの協力を
サービスラーニング受講生に募集を
かけ人員集めを行った。 
 
 ここでは「4時間目」となる本番当日について報
告する。テーマは「家庭科」で学生が教師役を務
めた。親である「大人生徒」、子である「子ども
生徒」を前に、「大学生」とは何かの説明から始
まり、次に大人生徒の大学生時代の話も紹介して
もらい「大学生」という存在を身近に感じてもら
った。そして、親子で各家庭の得意料理を作った
後に試食会をし、学生たちがコメントをして「授
業」が終わった。これまで以上に親子での協力作
業が多く、常日頃の親子のコミュニケーションが
問われる回となった。 
 
図-4 おやこ小学校当日の様子 
 
 プロジェクトメンバーの振り返りは下記の通り
である。 
 
①  このおやこ小学校を通して、親子の絆が
もっともっと深まれば良いなと思うと同時
に、私自身も表現することの楽しさだった
り、感謝することだったり、当たり前だけ
どつい忘れてしまいがちなことを思い出せ
た。 
 
②  おやこ小学校は授業を終えるたびに「親
もこうだったんだ、、」とか「知らぬ間に
子どもはこんなことができたり考えられる
んだ」などの家族の新しい発見ができた。
また、親と子が同じ目線に立って改めてお
互いのことを深く知ることができ、素晴ら
しい場だなと思った。 
 
③  大きな学びは、おやこ小学校での子ども
たちとの触れ合いの中で、新たな自分を発
見できたことである。苦手意識が先行して、
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ずっと避けてきていた子どもであったが、
意外に子どもと遊ぶことは楽しいものなの
かもしれない。 
 
 初めてのアートプロジェクトの企画・運営に当
初は戸惑うことが多かったが、本番で実際に参加
者の親子と接するにあたり、学生が気づきを得て
いく様子が感じ取れる。①は当たり前だと思って
いた感情の再確認、②は他者の視点の獲得、③自
分自身の再発見である。 
 
（４）プロジェクトの評価 
 以上、2つの事例を用いて、企画・準備、本番・
実践、振り返りのサイクルを用いたプロジェクト
の進行を紹介した。最後に、学生の評価について
触れておこう。 
 「SLD」の評価項目は、参画度（授業での態度、
質疑）30%、情報共有（議事録・報告）30%、自己
省察（リフレクション・報告書）40%としている。
担当教員として、チームでプロジェクトを進めさ
せるが、学生個人の意欲や参画度を正確に評価す
ることに留意している。 
そのために毎回の授業に参加し、自身らのプロ
ジェクトを精査するとともに、他のプロジェクト
から自身らのプロジェクトで学べる要素があるか
と深く議論にコミットメントしているか（参画度）、
議事録や報告は他者に明確に情報を伝えることが
できているか（情報共有）が評価対象となる。 
 そして、サービスラーニングが教育プログラム
である以上、プロジェクトを実施したことよりも
プロジェクトの企画・準備・運営作業を通じて、
自分自身が何を学べたのかを可視化し共有するこ
と（自己省察）こそ最も重要であると考えている。
そのため報告書の内容が評価の最も大きな割合と
なる。 
 
５．おわりに 
 
 ここまで「SLD」の授業におけるプロジェクト運
営を追うことで、大正大学のサービスラーニング
の展開を検討してきた。繰り返しになるが、これ
は一つの事例であり、大学としての公式見解では
ない。しかしながら、大正大学のサービスラーニ
ングの特徴をまとめると次の通りであろう。 
 まず、大正大学でのサービスラーニングは、授
業としては全学部全学科全学年が受講できるため
共通教育として位置付けられる。一方で、本来の
共通教育科目群である第Ⅰ類科目ではなく、第Ⅲ
類科目に設置されているのは自由度が高い運用の
もと、学生の主体性をさらに伸張するという役割
を持たせているからである。 
 次に、大正大学のサービスラーニングはPBLの方
法を用いて、チームワーキングを通して学生の成
長を促してきた。プロジェクトにおいては、学部
学科学年が異なる学生が集まり、それぞれが学ん
できた専門性の社会への応用が求められる。この
ことから、大正大学のサービスラーニングは発展
的共通教育とも言える。 
 最後に、サービスラーニングは学生にとって新
たな気づきを与えることがわかった。プロジェク
トを通して経験からの学びは数多く、プロジェク
トごとに気づきは異なるものの、その気づきを自
身の課題として捉えていることも明らかになった。 
 以上の通り、日本の高等教育における社会貢献
の在り方を検討する事例として大正大学のサービ
スラーニングを扱った。これまで経験したことが
ないプロジェクト企画・運営を実践する上で、座
学での授業とは異なる気づきと次への課題設定が
可能となったことが教育プログラムとしての特長
であろう。 
一方で、他大学と比較して大学のカリキュラム
としての位置付けが明確でないことは、今後の学
習成果を検証する際の参照軸がないことと同義で
あるため、喫緊に解決すべき課題である。また、
学生の活動を受容する側、つまり社会の反応に関
しては未検討であった。プロジェクト実践が大学
や学生の自己満足で終わっていないか、それによ
って現実の問題が本当に解決され社会は改善され
ているのか。社会側の視角での分析も、社会貢献
の在り方を考える上では必須である。その他にも
課題は多く存在するが、プログラム自体の課題を
解決する視点を持ちながらサービスラーニングを
実施していきたい。
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